
 

令和２年９月７日 

内閣府（防災担当） 

 

令和２年度 大規模地震時医療活動訓練について 

 

 

１ 訓練の趣旨 

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震を想定し、大規模地震時医療活動に関する図上訓

練を実施して、当該活動に係る組織体制の機能と実効性に関する検証を行うとともに、

防災関係機関相互の協力の円滑化を図る。 

 

２ 訓練の概要 

  ※今年度の大規模地震時医療活動訓練は、新型コロナウイルス感染症の対策にあたる

医療関係機関への負担を考慮し、図上訓練として実施します。 

実施日 令和２年９月１３日(日) 

訓練想定 
日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震により、北海道に甚大な

被害発生を想定 

主な訓練項目 

１．地域医療活動訓練（図上）の実施 

２．ＤＭＡＴ部隊運用訓練（図上）の実施 

３．広域医療搬送訓練（図上）の実施 

４．ＥＭＩＳ(広域災害救急医療情報システム）入力訓練の実施 

訓練実施場所 

添付のＤＭＡＴ訓練概要の、４ 訓練実施場所をご参照くださ

い。（現地での取材については、北海道での訓練のみ受け付け

ます。） 

主な連携機関等 

（調整中） 

内閣府、厚生労働省（ＤＭＡＴ事務局含む）、国土交通省、防

衛省、国立研究開発法人防災科学技術研究所、日本赤十字社、

北海道、青森県 等 

 

３ 取材について 

（１） 問合せは、次の区分によりそれぞれの問合せ先へお願いします。 

①訓練概要のうち、 



・訓練実施全体は、下記問合せ先「３ 厚生労働省ＤＭＡＴ事務局」へ 

・北海道の訓練内容等は、北海道担当課へ 

②訓練の趣旨のうち、 

・大規模災害時の医療体制、制度等は、下記問合せ先「２ 厚生労働省」へ 

・国の省庁の連携は、下記問合せ先「１ 内閣府①」へ 

③その他問合せ先が不明な場合等は、下記問合せ先「１ 内閣府②」へ 

 

（２） 新型コロナウイルス感染症防止対策のため、訓練参加者は、訓練２週間前の健康観

察を実施することとしております。訓練実施日における実施場所での取材について

は、コロナウイルス感染症予防対策のため、原則として事前の健康観察にご協力い

ただいた上で取材いただく形なります（検温結果や体調などのチェックシートを提

出いただきます）。つきましては、その登録手続き等について、９月９日(水)まで

に北海道担当課にお問い合わせ下さい。 

また、取材時には、訓練の妨げにならないよう、現地担当者の指示に従って下さ

い。 

 
＜問合せ先＞ 

１ 内閣府（防災担当） 
① 災害緊急事態対処担当 参事官補佐 崎村敦仁 

TEL 03-3502-6047(直通) 
② 地方・訓練担当 参事官補佐 笠井健司 

TEL 03-3503-2236(直通) 
 

２ 厚生労働省医政局地域医療計画課 

  災害時医師等派遣調整専門官 西田 翼 

           TEL 03-3595-2194(直通) 

 

３ 厚生労働省ＤＭＡＴ事務局 

市原 正行 

TEL 042-526-5701(直通) 

 

４ 北海道 保健福祉部 地域医療推進局 

 地域医療課 救急医療係 

佐藤 礼史 

TEL 011-204-5250(直通) 
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１ 前日訓練『ＤＭＡＴ本部連絡調整訓練』について

 発災想定：

 地震発生日時：9月11日 正午

・ 震源：千島海溝沿いの根室・釧路沖、規模：マグニチュード8.5
・ 最大震度：６強

 地震発生日時：9月12日 正午

・ 震源：千島海溝沿いの十勝沖、規模：マグニチュード8.0
・ 最大震度：６強

 実施日時：９月１２日（土）12：00～15：00
 参加機関（訓練想定上）

北海道保健医療調整本部

青森県保健医療調整本部

厚生労働省ＤＭＡＴ事務局

 実施内容：

本部立ち上げ

ＤＭＡＴの北海道への派遣調整

ＤＭＡＴロジスティックチームの北海道への派遣調整

その他必要な作業
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２ 訓練当日の訓練時間・内容について

 実施日時：９月１３日（日）９時～１５時（予定）

 実施内容：

次の項目について図上訓練で実施する。

必要なＤＭＡＴ本部の設置と運営

ＤＭＡＴの参集拠点への参集

ＤＭＡＴ本部及びＤＭＡＴによる医療機関の調査、被害状況把握

ＥＭＩＳによる医療機関の被害状況共有

医療機関への必要な支援活動実施

ＳＣＵの設置及び運営

３ ＤＭＡＴの参加について（予定）

・ 被災地内医療機関：北海道内の災害拠点病院34病院

・ 訓練コントローラー（指定プレイヤー含む）（ＤＭＡＴインストラクター/タ
スク）79名

・ 訓練プレイヤー：北海道ＤＭＡＴ56名、青森ＤＭＡＴ8名



４ 訓練実施場所
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実施場所
（道県）

訓練想定上の活動場所 訓練実施場所 訓練形式・備考

北海道 北海道保健医療調整本部 北海道庁 図上訓練

根室医療圏DMAT活動拠点

本部（中標津空港内）
中標津空港 図上訓練

釧路医療圏DMAT活動拠点

本部（市立釧路総合病院内）
市立釧路総合病院 図上訓練

十勝医療圏DMAT活動拠点

本部（帯広厚生病院内）
とかちプラザ 図上訓練

中標津空港SCU 中標津空港 図上訓練
釧路空港SCU 釧路空港 図上訓練

帯広空港SCU とかちプラザ 図上訓練
市立根室病院災害対策本部
/DMAT病院支援指揮所

市立根室病院 図上訓練。実施場所は
根室市総合文化会館に
変更の可能性あり。

市立釧路総合病院災害対策
本部/DMAT病院支援指揮所

市立釧路総合病院 図上訓練

帯広厚生病院災害対策本部
/DMAT病院支援指揮所

帯広厚生病院 図上訓練

青森県 青森県保健医療調整本部 青森県庁 図上訓練

青森空港SCU 青森県庁 図上訓練



令和２年度大規模地震時医療活動訓練（DMAT動員及び広域医療搬送計画）（素案）

ＤＭＡＴの流れ（参集）

患者搬送の流れ

＜凡 例＞

被災地内拠点

被災地外拠点

青森空港
（青森県）

入間空港
（埼玉県）

釧路空港
（北海道）

０２０

５８－１０２０

非被災地域の
DMAT（仮想）

陸路及び海路にて
北海道に進出（仮想）

非被災地域の
DMAT（仮想）

空路にて
北海道に進出（仮想）

札幌周辺
の空港等
（北海道）

• ＤＭＡＴ参集は仮想で実施
• 広域医療搬送は仮想で実施
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